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２．現状と課題

　主要5キャンパスは、熊本市内の中心部(市役所)から2km圏
内、熊本城や中心市街地の近くに位置します。
　黒髪キャンパスは、本学の本部があり、文系・理系及び全学
部を対象とした教養教育を実施しているメインキャンパスで
す。立田山と白川に挟まれた自然豊かな環境のなかに、文学
部、教育学部、法学部、理学部、工学部等の部局があります。
　本荘キャンパスは、医学系のキャンパスであり、、白川を挟
んで熊本市の中心部に隣接しています。医学部附属病院への外
来患者等多くの人が出入りし、発生医学研究所や生命科学系の
センターなど、先端的な研究所を擁しています。
　大江キャンパスは、薬学系のキャンパスであり、薬用植物園
が併設され、キャンパス全体が緑の拠点となっています。
　他に、教育学部附属の小中学校、幼稚園のある京町キャンパ
ス、城東町キャンパスがあります。
　熊本大学のルーツは、江戸時代・細川藩の医療施設にさかの
ぼりますが、明治期の『五高』設置以来、都市の発展とともに
歩みを続け、『学都熊本』を先導してきました。
　本編第２章では、各キャンパスごとに施設の現状を把握し、
問題点と課題を明らかにしています。

本編第２章

１．キャンパスマスタープランの前提条件
本編１章

図 2-1　主要５キャンパスの位置

図 1-1　キャンパスマスタープランと国の指針の流れ
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①Flexibility の視点から

　・施設の有効利用の促進

　・情報通信設備の更新

②Identity の視点から

　・個性的でシンボリックな景観の形成

　・質が高く居心地の良い環境の形成

③Community の視点から

　・交流の場の創出

　・グローバル化への対応

④Safety の視点から

　・安全安心な環境の実現

　・歩車分離・歩車共存の環境整備

⑤Sustainability の視点から

　・施設の継続的な維持管理

　・環境対策の推進

①Flexibility

　　変化への柔軟性

②Identity

　　個性あるキャンパス環境の創造

③Community

　 未来志向の教育研究を創出する交流の促進

④Safety

　　安全・安心な環境の確保

　　　　

⑤Sustainability

　　持続的な発展可能性

　　　　

▼

FWP の整備方針 FICSS 5

の各視点からみた課題
フレームワークプラン 2011

・世界最先端に準ずる国際共同研究の拠点的施設の整備

・各学部の先端的研究施設の充実

・地域の人材育成機能の環境整備

・急激な社会情勢の変化や多種・多様な社会的ニーズに対

応できる教育研究施設の整備

・全学共同利用スペースの拡充

・教育研究を活性化できる国際交流の場の確保

・附属図書館等の供用施設を中心とした学修スペース等の

確保

・多様なニーズやライフスタイルに対応する福利厚生施設

の充実

・男女共同参画を推進する施設環境の充実

・経年劣化・機能劣化した施設・設備の再生

・災害に強く、安定的な支援が可能なライフラインの再生

・省エネ・環境負荷軽減など環境対策の推進

・情報化の推進、セキュリティーの強化

・地域の文化的資産である重要文化財をはじめとする歴史

的建造物を中心としたシンボルゾーンの形成

・留学生や来学者に対応した環境整備

・周辺地域と良好な環境をつくり出すバッファーゾーンの

整備

・地域交流と地方創生につながる整備

・地域の福祉と健康への貢献につながる整備

整備の方向性キャンパスの備えるべき環境

研究拠点大学としての環境

快適な学園生活の環境

地域交流・国際交流の環境

▼

　熊本大学では、第２期中期目標・中期計画の改革期から次のス
テージへのステップアップを計画的に実行するために、2012年
（平成24年）にキャンパスフレームワークプランを策定しまし
た。当キャンパスマスタープランは、このフレームワークプラン
に基づき、主要5キャンパスについて2005～2007年に策定された
旧計画を更新したものです。
　フレームワークプランでは、５つの整備方針【FICSS 5】
（①Flexibility変化への柔軟性/②Identity個性あるキャンパス
環境の創造/③Community未来志向の教育研究を創出する交流の促
進/④Safety安全・安心な環境の確保/⑤Sustainability持続的な
発展可能性）を設定し、ゾーニング、動線計画の基本方針等につ
いて定めています。　

　キャンパスマスタープランは、概ね 10 年を目標に土地利用計
画、動線計画、景観計画、インフラストラクチャー計画等を定
め、効率的・効果的な整備の実現を目指すものです。

2004年(平成16年) 
国立大学法人熊本大学へ移行

熊本大学キャンパスマスタープラン 2005-2007 キャンパスマスタープランキャンパスマスタープラン

キャンパスフレームワークプラン 2011

第２期中期目標・中期計画第１期中期目標・中期計画 第３期中期目標・中期計画　2016～

20152015

文部科学省『国立大学改革プラン』



３．基本目標・基本方針

図 3－6　黒髪キャンパスの施設・ゾーニング計画

　　　　　の基本方針

　フレームワークプランに示された「教育・研究ゾーン」、「交流ゾーン」、「管理ゾー
ン」に「シンボルゾーン」と「バッファーゾーン（緩衝地帯）」を加えた施設ゾーニング計
画と動線計画、景観計画が連携した基本方針を定めることによって長期にわたるキャンパス
の整備成果が良質のストックを形成するように誘導します。

黒髪キャンパス

基本目標
　①研究拠点大学の環境作り、②快適な学園生活の環境づくり、③地域交流・国際交流の環
境づくりを目標に、五高記念館から工学部百周年記念館までの一帯を「シンボルゾーン」と
し、大学の”顔づくり”を行います。また、学生会館から附属図書館を含む一帯を「交流
ゾーン」として施設および外部空間の快適性を高めます。同時に、泰勝寺、リデルライト記
念館、白川といったキャンパス周辺の施設利用を促すための環境も整えていきます。

基本方針
　ゾーニング、動線計画、景観計画の連携した整備方針のもとに個々の施設整備を進めま
す。シンボルゾーン、交流ゾーンおよびその周辺の研究・教育ゾーンへの車の乗り入れは規
制し、シンボルゾーンは歩行者専用ゾーンとして自転車の乗り入れも規制します。管理施設
や倉庫などが集中するキャンパス周辺は周辺市街地への緑陰の提供も兼ね備えたバッファー
ゾーン（緩衝地帯）とし、自動車動線も外周部をループ状に回します。

部門別計画　
　旧豊後街道である県道337号沿いは、阿蘇方面から中心市街地への導入口に当たることか
ら、石垣や道路、樹木、夜間照明等の接道要素の管理に配慮して「学都・熊本」、「森の
都・熊本」を印象づける景観形成を図ります。（景観計画「バッファーゾーンの形成」）

　部門別計画は、施設・ゾーニング計画／動線計画・交通計画／景観計画／インフラストラ
クチャー計画の４節に分けて整備計画を立案しています。
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図 3-11　黒髪キャンパスの動線計画の基本方針
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図 3-7　本荘キャンパスの施設・ゾーニング計画
　　　　の基本方針
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図 3-12　本荘キャンパスの動線計画の基本方針
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図 4-11　黒髪キャンパスの景観計画
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附属特別支援学校

基本目標
　黒髪キャンパス同様、研究拠点、快適な学園生活、地域交流・国際交流の環境づくりを目
標としますが、特に附属病院のある本キャンパスでは外来患者、入院患者へ「心の通う」病
院環境を提供するとともに、時代に対応した医療研究の高度化にフレキシブルに対応した先
端医療研究施設の集積を図ります。山崎記念館と肥後医育記念館周辺は、細川藩時代から連
綿と続く熊本の医学の歴史に触れることのできる「シンボルエリア」として本荘キャンパス
の”顔づくり”を進めます。

基本方針
　各地区に南北の「交流ゾーン」を設定し、歩行者動線の連続化を図ることで北・中・南地
区の連続一体化を促進します。自動車動線は各地区とも外周部をループ状に回し、バッ
ファーゾーンへのサービスを容易にするとともに、交流ゾーンや研究・教育ゾーン、外来・
診療ゾーンへの自動車の乗り入れを規制し、歩行者の安全性・快適性を確保します。

部門別計画
　街路樹と一体となって緑の都市軸を形成するよう、産業道路に沿った敷地際の樹木を育成
し、白川河川管理道路に沿った緑地は白川の景観整備と調和した樹木の育成を図ります。ま
た、キャンパス周辺の都市公園と調和したエントランス景観を整備します。（景観計画
「バッファーゾーンの形成」）
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動物資源開発研究施設本館）

本荘中６
（生命資源研究・支援センター
RI 総合施設、遺伝子実験施設）

本荘南３
（保健学科Ｅ棟）

本荘南１
（保健学科ＡＢＣ棟）

本荘体育館

楷樹会館

看護師宿舎

本荘北４
（基礎医学研究棟）

産業道路

北地区

中地区

南地区

中央診療棟

外来診療棟

山崎記念館山崎記念館山崎記念館

肥後医育記念館肥後医育記念館肥後医育記念館

本荘中２
（エイズ学研究センター、

生命資源研究・支援センター、
動物資源開発研究施設新館）

駐車場

駐車場

駐車場

駐車場

管理棟

グラウンド

暫定
駐車場

（ＥＸＴ）

暫定
駐車場

（ＥＸＴ）

本荘キャンパス

宮本記念館
宮本記念館

大江Ｃ４
（薬学部講義棟）

老朽設備の更新等

基幹・環境整備
（ライフライン再生）

重要文化財の保存活用
（屋外環境整備含む）

基幹・環境整備
（陸上競技場等整備）

基幹・環境整備
（グラウンド等整備）

老朽施設の改修整備
老朽設備の更新等

重要文化財の保存活用
（屋外環境整備含む）

老朽施設の改修整備

老朽施設の改修整備

老朽施設の改修整備

新たな施設対応

老朽施設の改修整備

新たな施設対応
老朽設備の更新等

老朽施設の改修整備

学生支援施設等の改修整備

重要文化財の保存活用

基幹・環境整備
（ライフライン再生）

本荘中３（国際先端医学研究拠点施設）
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運動場
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（総合研究棟）
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歩行者・自転車共存動線

主要な自動車動線
（歩行者・自転車共存）

主要出入口

サブ出入口

歩行者専用動線

都市軸

シンボルエリア

交流ゾーン

周辺道路

（本荘地区）
　外来歩行者動線

●●●● 樹間散策路

電車通り

蕃滋館
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園

大江体育館

宮本記念館宮本記念館宮本記念館
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大江Ｗ２
（共同実験棟）
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江
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北地区

南地区

薬用植物園

野球場

運動場

北門

大江Ｃ４大江Ｃ４
（薬学部（薬学部講義棟講義棟）

大江Ｃ４
（薬学部講義棟）

正門

大江キャンパス

基本目標
　他キャンパス同様、研究拠点、快適な学園生活、
地域交流・国際交流の環境づくりを目標とします
が、特に本キャンパスでは、キャンパス全体を覆っ
ている薬草と樹木を将来にわたって保護・育成して
いくとともに、それらに囲まれて薬学の先端的な研
究と生命倫理の哲学を培うための充実を図ります。

基本方針
　在学生・教員・ＯＢ・外部研究者・市民・観光客
の交流を促進するために、北門および正門から薬用
植物園へのアプローチを交流ゾーンとして設定する
とともに、宮本記念館一帯をシンボルエリアと位置
づけ、熊本における薬学の歴史を学び未来の生命科
学を展望するエリアとなることを目指します。
　薬草園（薬用植物園）と宮本記念館を核として、
キャンパス全体が地域に開放された「薬草パーク」
となるような景観整備を進める。

部門別計画　
　北門から正門、宮本記念館に至るルートを「景観
軸」として路面や植栽を連続させることでキャンパ
スの景観的統一感を創出します。（景観計画）

図 3－8　大江キャンパスの施設・

　　　　ゾーニング計画の基本方針 図 3-13　大江キャンパスの動線計画の基本方針
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グラウンド
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駐車場
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第
１
号
線

熊本城

福岡方面

駐車場
附属小学校前庭

運動場

楠の大樹

テニスコート

楓の大樹

図 3－9　京町キャンパスの施設・ゾーニング計画の基本方針 図 3－10　城東町キャンパスの施設・ゾーニング計画の基本方針

京町キャンパス

基本目標
　教育学部附属小学校・中学校のある京町キャンパスは、初等中等教育の
先進的研究と教育実習校という２つの使命を担いながら『未来を担う子供
たちのための、健康で伸びやかな環境の創造』を施設整備の目標としま
す。

基本方針
　正門から伸びる構内道路一帯、附属小学校と附属中学校の間のゾーンを
交流ゾーンとし、歴史と自然を感じる眺望景観を尊重した敷地計画を進め
ます。

部門別計画
　敷地南東角を中心とした道路沿い、および寺と住宅地が隣接する北側縁
辺部をバッファーゾーンとして整備します（施設・ゾーニング計画）。

　

城東町キャンパス

基本目標
　幼稚園教育の先進的研究と教育実習校という２つの使
命を担いながら『未来を担う子供たちのための、健康で
伸びやかな環境の創造』を施設整備の目標とします。

基本方針
　運動場を多目的な交流の場となる交流ゾーンとし、そ
れを取り囲むように幼稚園施設と隣棟間育成園、プール
等の教育・研究ゾーンを設定します。

部門別計画　
　園内各所からシンボル樹木である楠の大樹への視線を
確保し園内の一体感を喚起するとともに、熊本城緑地・
坪井川の景観と調和した敷地整備を進めます（景観計
画）。
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基幹・環境整備
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老朽設備の更新等
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（屋外環境整備含む）

老朽施設の改修整備

老朽施設の改修整備

老朽施設の改修整備

新たな施設対応

老朽施設の改修整備

新たな施設対応
老朽設備の更新等

老朽施設の改修整備
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（ライフライン再生）
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５．実現に向けた取組
本編５章

　５章では、実現に向けた取り組みの基本的な考え方を示すとともに、キャンパスごとにステージ計画を立案しています。
　ステージ計画では、計画期間10年間を概ね３つの期間（ステージ）に分け、ステージごとに整備計画を立案しています。

○地方自治体との連携
　熊本市との「災害等緊急時における施設使用に関する覚書」
に基づき、自然災害や大規模な事故等が発生した場合の一時避
難場所や避難所として熊本大学の施設を提供することにしてい
ます。

○大学コンソーシアム熊本との連携
　一般社団法人大学コンソーシアム熊本は、県内の高等教育機
関と熊本県、熊本市が加盟する組織であり、本学学長が理事と
して教育・研究分野をはじめ5分野21の事業に取り組んでいま
す。

○施設の維持管理
　中長期修繕計画等を策定し、継続的かつ計画的維持管理を行
います。建築後25年以上経過した施設の未改修建物は、将来に
わたり有効に活用する施設と減築の対象とする施設とに判別し
ながら管理を進めます。

○施設の有効活用
　実態調査に基づき、教育研究の質的向上を図ることを目的に
スペースの集約化・再配分を図ります。

○省エネルギーの取組
　「組織力」「具体的な計画力」「確実な実行力」で省エネ法
等によって求められる社会的責任を果たします。

○グローバル化に対応した取組
　多言語表記の屋外サイン整備による教育・研究活動の円滑化
支援、及び外国人宿泊施設等の拡充による生活環境支援など、
本学の目指す国際化推進拠点大学としてのキャンパス環境を整
えます。

実現に向けた取組の基本的な考え方

宮本記念館
宮本記念館

大江Ｃ４
（薬学部講義棟）

熊本大学キャンパスマスタープラン 2015　ダイジェスト版
国立大学法人熊本大学
2016 年（平成 28 年）３月

5-2-1　黒髪キャンパスのステージ計画

現　状

老朽施設の改修整備
老朽設備の更新等
学生支援施設等の改修整備
新たな施設対応
重要文化財の保存活用
基幹・環境整備（ライフライン再生）

老朽施設の改修整備

重要文化財の保存活用

基幹・環境整備（ライフライン再生）

老朽施設の改修整備

老朽設備の更新等

重要文化財の保存活用（屋外環境整備含む）

基幹・環境整備（陸上競技場等整備）

基幹・環境整備（グラウンド等整備）

基幹・環境整備

建物関連整備
凡例

１st　ステージ ２nd　ステージ ３rd　ステージ

最終ステージ２０１５

老朽施設の改修整備
老朽施設の改修整備

老朽設備の更新等老朽設備の更新等

重要文化財の保存活用重要文化財の保存活用

基幹・環境整備基幹・環境整備
（ライフライン再生）（ライフライン再生）

基幹・環境整備
（ライフライン再生）

重要文化財の保存活用重要文化財の保存活用
（屋外環境整備含む）（屋外環境整備含む）

基幹・環境整備基幹・環境整備
（陸上競技場等整備）（陸上競技場等整備）

基幹・環境整備
（陸上競技場等整備）

基幹・環境整備基幹・環境整備
（グラウンド等整備）（グラウンド等整備）

基幹・環境整備
（グラウンド等整備）

2005 年（平成 17 年）～ 2015 年（平成 27 年）
　整備（新築・改修）

現　状

１st　ステージ

２nd　ステージ

３rd　ステージ

老朽施設の改修整備老朽施設の改修整備老朽施設の改修整備
老朽設備の更新等老朽設備の更新等老朽設備の更新等

重要文化財の保存活用重要文化財の保存活用
（屋外環境整備含む）（屋外環境整備含む）
重要文化財の保存活用
（屋外環境整備含む）

老朽施設の改修整備老朽施設の改修整備老朽施設の改修整備

老朽施設の改修整備老朽施設の改修整備老朽施設の改修整備

老朽施設の改修整備老朽施設の改修整備老朽施設の改修整備

新たな施設対応新たな施設対応新たな施設対応

老朽施設の改修整備老朽施設の改修整備老朽施設の改修整備

新たな施設対応新たな施設対応新たな施設対応
老朽設備の更新等老朽設備の更新等

老朽施設の改修整備老朽施設の改修整備

老朽設備の更新等

老朽施設の改修整備

学生支援施設等の改修整備学生支援施設等の改修整備学生支援施設等の改修整備

重要文化財の保存活用重要文化財の保存活用重要文化財の保存活用

基幹・環境整備基幹・環境整備
（ライフライン再生）（ライフライン再生）

基幹・環境整備
（ライフライン再生）




